
「抜本的構造改革」について

▪�戦略に整合した人員のスリム化
▪�現場への人員配置強化
▪�テクノロジー活用による業務プロセス改革

▪�ハブ＆スポーク体制を踏まえた、国内拠点の
統廃合・共同店舗化
▪��次世代の金融を展望した、テクノロジー活用
による対面・非対面チャネルの構築とお客さ
まの利便性向上

▪�ITシステム一元化・集約
▪�次期システム導入によるIT基盤強化

▪�テクノロジー活用や他社連携等も含めた業務
粗利益の増強・構造改革
▪�現場負担の軽減と現場人材の拡充

当社グループは、10年後を見据えたグループの持続的成長と将来の競争優位性確保に向けて、抜本的
構造改革を通じ、生産性の向上およびお客さまへのサービス提供力の強化に取り組んでまいります。
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構造改革

テクノロジーの活用 他社連携等の
オープンな取り組み グローバルな視点

10年後を見据えたグループの持続的成長と
将来の競争優位性の確保に向けた不断の取り組み

組織・人員の最適化

チャネルの再構築

システム構造改革

収益力の強化

具体的な施策や定量目標は各中期経営計画に反映

現中計
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